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　はじめに

　木材は鋸断，鉋削，釘打ち等の加工が容易なこと，

軽いわりには強いこと，肌ざわりがよく木目が美しい

こと等により，古くから我々の生活に親しまれ，多方

面にわたって使用されてきた。

　わが国における木材（素材）の部門別需要量では製

材が圧倒的に多く，木材総需要量の約65％を占めてい

る（第1表）。また，この製材の用途の大部分は建築

関係で製材品の約75％が利用されている（第2表）。

従って，木材総需要量のおよそ50％は建築用材に向け

られていることになる。

　製材はこのほかに，土木・建設用，家具・建具用，

造船・車両用など，強度を必要とする場所に多く使用

される。このような強度部材として利用するには，個

々の材料の強度を前もって知ることが望ましい。しか

しながら，木材は天然材料であるため，樹種，生育条

件，採材部位などによって理学的，強度的性質に差異

がある。そのうえ節，あて，割れ，腐れなど，各種の

欠点の存在によって，さらにばらつきが大きくなる。

従って，木材を構造用部材として使用する場合，個々

の部材の強度を把握することは極めて困難な問題であ

る。このような特性を有する木材を工業材料として位
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置付けるためには，その強度特性をある程度推定でき

るようにならなければならない。そのための研究が数

多くおこなわれてきており，今後も継続されるものと

思われる。

　そこで，アメリカおよび日本を中心に，これまでお

こなわれてきた製材の品等区分に関する研究，ならび

に規格類について簡単に紹介する。

　視覚的品等区分

　製材の表面上にあらわれた欠点，品質を視覚的に判

断して品等区分をおこなうのが視覚的品等区分である。

　製材の日本農林規格2）では，節，丸身，割れ，あ

て，腐れなどの欠点の有無，程度により製材の品等区

をおこなっている。この品等区分は，強度との関係が

必ずしも明確ではなく，木材を化粧材としてみようと

する立場が強い。

　日本建築学会の木構造設計規準3）では，構造用木材

を，普通構造材，上級構造材のふたつに等級区分して

いる。

　普通構造材として使用する木材の品等は，JASS 11

木工事4）による（第3表）。

　上級構造材として使用する木材の品等は，用材の日

本農林規格5）において針葉樹，小節以上の品等である

こと，比重・年輪幅・欠点の条件はJASS 11木工事に

よるとともに第4表を満足しなければならない。

　これらに対して，構造物あるいは部材を安全に設計

するための基準として，許容応力度，ヤング係数が定

められている（第5～8表）。
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　これらは，過去の実験結果にもとづいたもので，許
容応力度は次のようにして算出される3）6）。
　　　短期許容応力度　　Sf＝oF×2/3×α
　　　長期許容応力度　　Lf＝1/2×Sf
ここで　　oF：無欠点，小型試験片の強度
　　　　　α：欠点による低減係数
　また，oF×2/3は木材の比例限度（荷重と変形の間
にほぼ比例関係が成り立つと考えられる上限）をあら
わし，1/2はクリープ限度の比例限度に対する比率を
あらわしている。
　ここでクリープとは，木材に一定の荷重を長期間積
載しておくと，はじめのうちは小さかった変形が，荷
重を増加しないでも，しだいに増大する。このような
現象をクリープという。積載荷重がある限度以下であ

れば，このクリープによる変形が一定状態で安定を保
つようになる。この応力の限度をクリープ限度と称し
ている。
　木構造設計規準では，普通構造材のoFとしては，
無欠点材強度値（第9表）の下限値を，上級構造材の
oFとしてはその平均値をとっている。
　欠点による低減係数αについては，強度を低減させ
る欠点のうち，節によるものkk，丸身によるものkw，
繊維の傾斜によるものkgを考え，もっとも不利な場合
としてこれらの相乗債
　　　　　α＝kk×kw×kg
をとっている（第10表）。
　アメリカ7）8），カナダ等における視覚的品等区分法
は，実験室での無欠点材の平均強度に修正係数をかけ
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て許容応力度を決定している。その手順は9）

　1）無欠点，小型試験片の平均強度を求める

　2）ばらつき，寸法効果，荷重期間等に対し，低減

　　 係数を適用する

　3）基準応力を求める

　4）強度低減特性（節，繊維傾斜，丸身，あて，割

　　 れ等）による強度比を用い品等区分する

　5）各品等に相当する許容応力度を指定する

ここで強度比とは，無欠点材の強度に対する構造材の

強度の割合で，節，繊維傾斜，割れなどに対し，その

程度に応じて大きさが決められている。一例として繊

維傾斜に対するものを第11表に示す。

　イギリスでは，British Cord of Practice CP112
〝建築に用いられる構造用木材〟で，節，その他の強
度抵減特性の視覚評価にもとづく品等区分が規定され
ている10）。
　前述のように，木材はその強度的性質において，大
きなばらつきを持つ材料である。そのため，許容応力
度を，破壊試験によって確認された強度値の弱い方で
制限せざるを得なくしている。従って，構造用材の大
部分は低応力に押えられており，有効に利用されてい
ない11）～14）。また，視覚的品等区分法はあまり正確
でなく，木材を実際より下級に区分していることが多
い。さらに，材の四面を検査するのは非常に骨の折れ
る仕事であり，比重，その他の材質の変動について
は，外観のみでは容易に評価できない10）。
　以上のことから，木材の強度をより正確に決定する
方法として非破壊試験法が研究された。

　振動法による品等区分

　非破壊試験法のひとつとして研究されたのが振動法

である。これは，試験片に対し機械的に振動を生ぜし

め，その材料固有の振動数との一致点，すなわち共鳴

周波数を求めたり，振動数の減衰状態をあらわす対数

減衰率を求め，それらと静的試験による強度特性との

関係を見出そうとするものである。

　この種の研究は古くからおこなわれている13）。

　松本15），Miller16），中山14），堤と松本17）らは，動的

ヤング率（ED）と静的ヤング率（ES）との比較をお

こない，いずれも両者が高い相関関係にあり，ED＞

ESであることを報告している。

　さらに，中山14）および堤と松本17）は，動的ヤング率

と曲げ破壊係数の間にも高い相関関係が見出されるこ

とを報告している。

　従って，木材の動的ヤング率を非破壊的に測定する

ことによって，その破壊係数を推定することができる

わけである。しかし，それを構造用材に適用するため

には装置が大がかりとなるため，まだ実用段階にいた

っていない。

　機械的品等区分

　非破壊試験法のもうひとつは機械的品等区分法であ

る。

　数多くの研究で，曲げヤング係数と曲げ破壊係数の

間にはよい相関があることが知られている9)10)12)18）。

アメリカおよびカナダで得られたデータの統計解析で

は，曲げヤング係数に関する曲げ破壊係数の相関係数

はほぼ0.60～0.85である9）。従って，弾性限度内の曲

げ試験をおこなって曲げヤング係数を求めると，それ

と曲げ破壊係数との関係から強度が推定できるわけで

ある。それに強度低減係数を適用することによって許

容応力度が決定される。手順は

　1）静的曲げ試験データから，統計処理によって曲

　　 げヤング係数と曲げ破壊係数の回帰直線を求め

　 　る

　2）適切な低減係数を適用して許容応力度線を求め

　　 る
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3 ） 数段階の等級区分をおこな う

4 ） 各等級の下限値をその等級の許容応力値とする

このように，等級区分基準が決定されたならば，実

際作業としては，分銅とダイアルゲージを用いて曲げ

試験をおこなった り（弟 1 図），品等区分機（グレー

ディソグ・マシーン）を用いて曲げヤング係数を測定

し，許容応力度を決定する。

♪．G

／ついてとりまとめたが，わが国においてほ，その実用

化にほ更に研究を進める必要がある。

今後，当場において，グレーディソグ・マシーンを

用い研究をすすめ，実用化の一助としたい。
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